教職経験6年目に使用する

（様式３）
自　己　評　価　票（栄養教諭）
所属校名（　　　　立　　　　　　　学校）
１　研修対象教員
	氏　　名
	免　　　許
	校務分掌

	
	
	


２　自己評価　　【資質向上期】　学校の中核として実践を積み上げ、専門性を高め、推進力を発揮する。
	項目
	評　価　の　観　点
	自己評価

	
	
	研修前
	研修後

	給食管理
	学校給食に
関する計画
	1 学校の食に関する課題を明確にした食に関する全体計画の立案・実践ができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	栄養
管理
	2 食品構成や、地場産物の活用などを考慮した年間献立計画をもとにして、適切な献立作成等を工夫できる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	衛生
管理
	3 食中毒や異物混入の未然防止について調理従事員や児童生徒へ適切な指導を行い、徹底を図ることができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	小計１＝給食管理①＋②＋③の合計
	
	

	食に関する指導
	児童生徒理解
	4 児童生徒を取り巻く環境を理解し、児童生徒の理解を的確に行うことができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	教育
指導
	5 給食献立と各教科等との関連を図り、栄養教諭の専門性を生かした食に関する指導をすることができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	個別的な相談指導
	6 疾病やスポーツ栄養に関する基礎的知識を習得し、食に関する相談指導ができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	小計２＝食に関する指導④＋⑤＋⑥の合計
	
	

	経営・分掌
	調理場との
連携・調整
	7 受配校や近隣の学校の実態を把握し、調理場を活用した食に関する指導や情報発信等ができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	給食組織活動
	8 食育推進委員会や児童生徒給食委員会の、計画的・効果的な経営ができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	危機
管理
	9 危機を予見し、未然防止に努めるとともに、早期発見、早期対応に努めることができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	
	小計３＝経営・分掌⑦＋⑧＋⑨の合計
	
	

	特別な配慮や支援を必要とする児童への対応
	10 多様性を尊重し共に成長する集団づくりや、一人一人の個性を生かした学びの実現のために工夫改善を行うことができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	ICTや情報・教育データの利活用
	11 ICTを効果的に活用した授業実践等を行い、校務効率化及び指導生徒の学習や生活の改善を図るため、教育データを適切に活用することができる。
	４-３-２-１
	４-３-２-１

	　総合計①～⑪
	
	


◇評価の基準：　　４：達している　　３：おおむね達している　　２：やや努力を要する　　１：努力を要する
＜校長所見＞
	


